



５２　美波町　阿部

美波町の中心となるのはやはり四国八十八所二十三番札所、薬王寺だろう。　　　　　　　JR日和佐駅を降りるとすぐ側、徒歩二分のところに「道の駅 日和佐」がある。美波町の新鮮野菜や特産物が揃っている。外には東屋風の休憩所が三ヶ所ほどあり、四，五人の句会なら十分出来る。　　　　　　　　　　　　　　　道の駅のすぐ前が薬王寺で、厄除けの寺として全国から参拝客が訪れている。「女厄坂」「男厄坂」還暦役坂」の三つが揃っていて、段ごとに賽銭を置いている人を見かける。薬王寺のシンボル「瑜祗塔」からは日和佐の町並みが一望できる。薬王寺の門前にある薬王寺温泉は多くのお遍路さんも立ち寄っていると聞く、旅の疲れを落とすには絶好だろう。　　　　　　　　　　　薬王寺の門前町「桜町通り」を抜けて二十五分ほど歩くと「大浜海岸」に出る。全長五百メートルの海岸には、五月から八月にかけてアカウミガメが産卵のために上陸する。日本の渚百選にも選ばれている白浜は自由に散策できる。隣接する「日和佐うみがめ博物館カレッタ」ではウミガメの生態など色々なことを学ぶことが出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　博物館の裏山、徒歩一分のところに「日和佐八幡神社」がある。大漁祈願や海上安全の祈願がされる。毎年十月に行われる秋祭りでは八台の太鼓屋台が大浜海岸を練り歩き、最後には海に飛び込むという、全国でも珍しい祭りである。　　道の駅日和佐から車で六分ほどのところに「えびす洞」がある。すぐ側には狭いが駐車場もある。高さ五十二メートルの岩山の内部が侵食されて大きな空洞だ出来ている。岩山を登る遊歩道もあり、山上からの眺めも絶景である。　　道の駅日和佐から七分程のところに「南阿波サンライン」がある。延長十七キロメートルの太平洋を望むドライブコースである。途中に四ヶ所の展望台があり、それぞれ違った展望を楽しむことが出来る。
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